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次に、ψ軸について考える。右図を参考にすると、r軸 と同様にして、

/ A→Bの線積分=

C→Dの線積分=

微分線素に値を代入して、

は→Bめ線積分)十 (C→Dの線積分)=

同様に、

o→ Cの線積分)+①→Aの線積分)=

結局、■OMの φ成分、∈0“)。 ′φは、

(■OИ )。 ′φ=

となる。
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同様にして、右図からζ軸については、

は→Bの線積分)+

(c→Dの線積分)=

o→Cの線積分)キ

①→Aの線積分)= ~言 ~ヲ
r

ルOr

′

`´

となる。

以上から、■OMは、

■ot4=

月

υ

疵
新

一堰殊 drd゛

o(rと2」r」中

で、rOИ めZ成分、←OИ)・ らは、
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である。


